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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、日本手話を母語とする聾の手話者 による情動的プロソディーの弁別能力を検討し

た。彼らは、他の日本手話者が表出する文法的サイン、情動的プロソディー、自発的な感情、

無意味な動きを、手 の動きの情報なしに、その頭部の動きや顔の表情のみから弁別することが

できた。しかし、健聴の非手話者は、文法的表情と無意味な表情との間の区別や、情動 的プロ

ソディーの表情と自発的な感情の表情とを弁別することができなかった。 
 
  
研究成果の概要（英文）： 
We evaluated discriminating ability of emotional prosody in Japanese Sign Language by 
the deaf native signers. They could discriminate among grammatical sings, emotional 
prosody, spontaneous emotion and meaningless movements, expressed with the movements 
of head and face of another native signer, without information about movement of the 
person’s hands. However, hearing non-signer could not discriminate between grammatical 
sing and meaningless movement, and could not discriminate between emotional prosody 
and spontaneous emotion. 
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本邦には、聾の両親を持つ聾者が第一言語

として自然に習得する日本手話と、日本語文

法との一致を重視して作られ、中途失聴者な

どが学習する日本語対応手話の2種類の手話

がある。日本手話では、命題内容を伝える手

の動きに平行して、頭部の動きを含めた表情

が情動的プロソディーや付加的文法要素の

伝達を行う。健聴者では、単語と文法関係で

決まる命題内容も情動的プロソディーも言

語音という同じ媒体によって伝えられるの

で、後者のみを分離することができない。一

方、手話では命題内容は手の動き、情動的プ

ロソディーは表情と媒体が異なるので、後者

のみを分離して研究することができる。日本

手話で表情が情動的プロソディーを伝えて

いるという事実は、話者にとっては自明のこ

とであるにもかかわらず、これを確認した研

究は存在しなかった。 

 

 
２．研究の目的 
 
 本研究では、日本手話において表情や頭部
の動きが、情動そのものの現われとは異なる
信号系として、情動的プロソディーを伝えて
いることを確認し、その脳内機構を推定し、
聴覚障害児/者の他者感情理解を中心とした
教育に科学的な根拠の一つを与えることで
あった。 
 
 
３．研究の方法 
 

日本手話者による 1）文法的表情、2）情動
的プロソディーの表情、3）情動的表情、4）
無意味な表情のビデオを製作し、日本手話者
と健聴者に、表情のみを見て、1）から 4）の
どの範疇に属するものなのかとメッセージ
の内容（文法的内容、喜怒哀楽）を、選択さ
せる課題を行った。 
 
（1）初年度は、日本手話と日本語の二重言
語者を交えた、刺激作成チームを結成し、二
重言語者に手話表出をしてもらいながら、刺
激のデザインを確定する作業を行った。結果、
刺激は、日本手話者の頭部のみのビデオで、
1秒間提示、その表情が 1）文法的表情、2）
情動的プロソディーの表情、3）情動的表情、
4）無意味な表情のどれに当たるかを問う。
ついで、その表情のメッセージ内容を選択さ
せる。メッセージ内容の選択肢は 5つで、感
情に関しては[嬉しい、悲しい、怒り、嫌悪、
驚き]、文法的表情に関しては、たとえば[や
り過ぎだ、少しの、子供っぽい、簡単な、へ
たな]とした。この刺激を用いて、日本手話
者と健聴者に検査を施行した。対象とする日

本手話者の基準は、両親が日本手話を第一言
語とする聾者で、かつ本人も日本手話を第一
言語とする聾者とした。 
 
（2）二年目は、刺激作成チームにおいて、
刺激として作成したビデオに問題がないか
検討した。また、日本手話者と健聴者にビデ
オを見せ、頭部の動きや表情以外に回答の手
掛かりになったものはなかったか、検査の指
示に分かりにくい点はなかったか、などの項
目について、聞き取りを行った。聞き取りの
結果に従い、ビデオ刺激の改作を行った。主
な改変点は、判断をさせる頭部の動きや表情
の表出されている時間を範疇間でほぼ同じ
長さにしたことと、これらが表出されたあと
の時間を短くし、表出後に示される確認的表
現を含まないようにしたこと、日本手話と日
本語の二重言語者による検査の受け方の説
明のビデオを作成し、統一的に使用したこと
であった。 
 
（3）三年目は、改作したビデオを用いて、
検査を行った。使用した刺激と説明以外は、
初年度と同様の方法で行った。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）初年度の検査では、日本手話者は 1）文
法的表情、2）情動的プロソディーの表情、3）
情動的表情、4）無意味な表情の範疇の区別
はほぼ誤りなく行え、表情のメッセージ内容
も正しく選択できた。健聴者は、範疇の区別
で文法的表情や無意味な表情と情動的プロ
ソディーの表情や情動的表情との間で両者
を混同する誤りは少なかったが、文法的表情
と無意味な表情との間の区別や、情動的プロ
ソディーの表情と情動的表情との間の区別
はチャンスレベルであった。メッセージ内容
の選択では、情動的プロソディーの表情や情
動的表情ではほぼ誤りがなく、文法的表情や
無意味な表情では誤りが多かった。 
 
（2）三年目に行った、改変した刺激と説明
を用いた検査でも、同様の結果が得られた。 
 
 以上、日本手話を母語とする手話者間では、
表情や頭部の動きが、情動そのものの現われ
とは異なる信号系として、情動的プロソディ
ーを伝えていることが示唆された。しかし、
ビデオの中に両者の弁別を助けるその他の
ヒントが含まれていた可能性を完全には否
定できず、今後のさらなる検討を要する。 
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